
過酸化物 
⇒絶縁油の初期劣化⽣成物 
・絶 縁 油 は 酸 素 と の 化 学 反 応（自 動 酸 化 反

応）により、過酸化物を生成 
・過酸化物からラジカル（活性酸素）が生成、

絶縁油特性を不安定化 
・過酸化物は酸価、体積抵抗率、絶縁破壊電

圧等では生成状況を捉えられない 

過酸化物簡易測定キット 
キシレノールオレンジ鉄錯体（FOX）法 

New 

絶縁油中の過酸化物濃度を簡便・迅速に測定 

専門知識・検査設備不要・測定時間1分 

“混ぜる“  ”入れる“   ”比べる”の3ステップ  

過酸化物の影響 
・酸化安定性の低下 
 ⇒油が酸化劣化を受け易くなり、 
  酸価上昇、スラッジ生成に至る 

・ストレイガス発⽣ 
 ⇒可燃性ガスが発生し、 
   油中ガス分析による診断を妨げる 

・腐食性の活性化 
 ⇒硫⻩分を活性化し腐⾷物質へと変質 



測定手順 
Step1︓発⾊試薬の調整 

   試薬Bに試薬Aを加え、 
   キャップして軽く振る 

Step2︓過酸化物の抽出・発⾊ 

   発⾊試薬に 
   試料油0.3mLを加え、 
   キャップして軽く振り、 
   1〜5分程度静置 

Step3︓⾊⾒本と⽐較 

絶縁油分析のパイオニア 
本 社  東京都大田区千鳥2-34-17 
      TEL︓03-5741-1721  FAX︓03-5741-1724 
CSC関⻄ 大阪府大阪市北区⻄天満4-3-18 
      TEL︓06-6314-6412  FAX︓06-6314-6413 
CSC⻄⽇本 福岡県北九州市⼩倉北区浅野2-9-8 
      TEL︓ 093-342-7257 Fax︓093-342-7258 

FOX法の原理 
酸性化で過酸化物を過剰のFe2+と反応させ、生成したFe3+を 
キシレノールオレンジ錯体として⽐⾊定量 
ROOH+ Fe2+ → Fe3+ + RO + OH-     
Fe3+ + XO → Fe－XO 

仕様 
 品名 過酸化物簡易測定キット 
 入数 10回分 / キット 

 測定原理 キシレノールオレンジ鉄錯体法 

 測定範囲  5〜100 mg/kg 
クメンヒドロペルオキシド換算  

 測定時間 1〜5分 
（⾊⾒本との⽐⾊は60分以内） 

測定温度 室温〜35℃ 

保管方法 冷暗所 
（保管期間︓製造から6か月） 

URL:https://www.yuka.co.jp/ 
✉eigyou@yuka.co.jp 

対象油 
・鉱油系絶縁油 
・植物油系絶縁油 
 その他油系サンプルに適用可 

キシレノールオレンジ鉄錯体（FOX）法 
Ferrous Oxidation-Xylenol Orange Method  
過酸化物と反応して発⾊する試薬による⽐⾊定量法 
主に⾷品油脂類の迅速評価法として利用 ⇒ 絶縁油用に試験法を最適化 
灯油の過酸化物価試験方法（JPI-5S-46-96 ）と良好な相関性 

キット内容 
・試薬A（溶液）10本 
・試薬B（粉末）10本 
・ディスポシリンジ 10本 
・取扱説明書、⾊⾒本カード 

本製品の詳細は弊社営業担当までお問合せください  


